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は
じ
め

に

近
世
後
期
に
始
ま
り
、
当
代
で
六
代
を
数
え
る
木
津
宗
詮
家

(以
下
、
木
津
家
と
省
略
)

は
、
大
阪
を
代
表
す
る

茶
家

で
あ
る
。

研
究
着
手

の
経
緯
と
目
的
は
、
昨
年
度

の
成
果
報
告
書

の

二

、
研
究

の
概
要
」
で
触
れ
た
通
り
で

あ
り
、
こ
こ
で
は
改
め
て
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
と
す

る

(注

1
)
。

以
下
、
本
報
告
書

で
は
当
代

・
木
津
宗
詮
宗
匠

の
全
面
的
協
力

の
も
と
、
昨
年
度

か
ら
継
続
し
た
調
査
研
究

の
進

捗
状
況
と
成
果
に

つ
い
て
、
文
献
史
学
、
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
庭
園
史
学
と

い
う
多
面
的
観
点

そ
れ
ぞ
れ

の
観

点
か
ら
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

一

木
津

家
と

文
書
類

に

つ
い

て

(
一
)
初

代

・
木
津

宗
詮
と

二
代

・
木
津
宗

詮
-

三
代

・
宗

詮

に
至
る
ま

で
1

最
初
に
、
木
津
家

の
成
り
立
ち
に

つ
い
て

の
情
報
を
補

足
し
た

い
。
初
代

・
木
津
宗
詮

(松
斎
、
安
永
四
年
～
安

政
二
年

・
一
七
七
五
年
～

一
八
五
五
年
)
は
、
木
津

(現

・
大
阪
市
浪
速
区
大
黒
町
)

の
願
泉
寺
に
生
ま
れ
、
降
龍

と

い
う
法
名
で
三
十
六
代
住
持

を
勤
め

て
い
た
。
寺
伝
に
よ
る
と

(
注
2
)
、
願
泉
寺

に
来
駕

し
た
聖
護
院
門
跡

盈

仁
法
親
王
か
ら
自
作

の
横
笛

に
銘

(
「柴
舟
」
)
を
賜
り
、
四
天
王
寺

の
楽
人
と
共
に
管
弦
を
奏
す
る
な
ど
、
降
龍
は

雅
楽

の
嗜
み
が
深
く
、
や
が

て
住
持
職
を
弟

(三
十
七
代

・
昇
龍
)

に
譲
り
、
雅
楽
を
広
め
る
た
め
に
江
戸
に
下
向

し
た
。
そ

の
江
戸
で
出
雲
国
松
江
藩
藩
主

・
松
平
不
味

(寛
延
四
年
～
文
政
元
年

・
一
七
五

一
年
～

一
八

一
八
年
)

と
親

し
く
交
流
し
、
不
昧

の
示
唆

で
武
者

小
路
千
家
流
に
入
り
、
天
保

二
年

(
　
八
三

一
)

に
大
坂
在
住
で
紀
州
徳

川
家

に
仕
え
た
と
さ
れ
る
。
紀
州
徳
川
家

で
の
役
職

は
辞
典
類
に
よ

っ
て
説
が
異
な

り
、
概
ね

『
松
平
不
昧
伝
』
中

巻

の
記
述

(
注
3
)
に
基
づ
く
と
推
測
さ

れ
る

「
茶
道
役

(茶
頭
役
)
」
と
す

る
説
と

「小
納
戸
役
」
と
す
る
説
が

あ
る
。
二
説

の
内
、
茶
道
役
と
す

る
説
は
紀
州
徳
川
家

の
御
数
寄
屋
方
は
表
千
家
が
代

々
勤
め

て
い
る
た
め
考
え
が

た
い
。
ま
た
、
紀
州
徳
川
家

の
分
限
帳
で
は
大
坂
住
ま

い
の

「御
仕
入
方
」
と
し
て
、
文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
と

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)

に
記
述
が
見
え

る
が

(注
4
)
、
役
職
名
が
異
な

り
、
文
久

二
年
と
慶
応

三
年
と

い
う
時

期
か
ら
み
て
、
こ
の
御
仕
入
方
を
勤
め

て
い
た

の
は
播
磨
国
高
砂

の
善
立
寺

の
出
で
養
子
に
入

っ
た

二
代

・宗
詮

(得

浅
斎
、
文
政
五
年
～
明
治

二
十
九
年

・
一
八

二
二
年
～

一
八
九
六
年
)
を
示
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
紀
州
徳
川

家

の
藩
政
史
料
か
ら
初
代

・
宗
詮

の
出
仕
形
態
を
示
す
明
確
な
典
拠
を
明
示
し
得
な

い
が
、
初
代

・
二
代
と
続
け

て
、

紀
州
徳
川
家
に
出
仕
を
し
、
茶
道
役

で
は
な
か

っ
た

こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
大
坂

の
人
名
録
に
依
れ
ば
、

天
保
八
年

(
一
八
三
七
)
以
降
、
嘉
永
元
年

(
一
八
四
八
)
ま

で
武
者

小
路
流

の

「茶
人
」
と
し
て
名
前
を
確

認
で
き
、
大
坂

で
は
茶
人
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ

て
い
た

(注

5
)
。
そ
し
て
こ
の
二
代

・
宗
詮
に
、
大
坂

の
屈
指
豪
商

で
あ

る
千

草
屋

の
七
代
目

・
平
瀬
露
香

(
天
保
十
年
～
明
治
四
十

一
年

∴

八
三
九
年
～

一
九
〇
人
年
)
が
弟
子
入
り
す
る
こ

と
に
な

る
。
露
香
は
昨
年
度

の
報
告
書

で
も
述

べ
た
通
り
、
明
治
時
代

の
関
西
財
界

の
重
鎮

で
あ
り
、
多
く

の
名
物

茶
器
を
所
持
し
た
大
茶
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

(
二
)

文
献
整

理
進
捗
状

況

木
津
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
は
、
簡
易
目
録
作
成
に
よ
り
総
数
が
約

一
七
〇
〇
点
前
後
に
登
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

た
だ
、
簡
易
目
録
は
昨
年
度

の
報
告
書

に
記
し
た
通
り
、
作
成
内
容
に
不
備
が
あ

っ
た
。
そ

こ
で
本
年
度

の
調
査

で

は
、

目
録

の
精
度
を
高
め
て
内
容

の
正
確
化
を
図
る
と
共
に
、
茶
書
や
和
歌
書
な
ど
大
枠

の
分
類
項
目
を
設
け

て
の

情
報

の
整
理
を
図

っ
た
。
そ

の
際
、
文
書
群

に
は
平
瀬
露
香

・
露
秀
親
子
を
輩
出
し
た
千
草
屋
平
瀬
家

の
茶

の
湯
史

料
や
家
政
文
書

の

一
部
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
瀬
家
文
書

は
木
津
家
文
書
と
区
別
が
付
き
や
す
く
す
る
よ
う
に

心
掛
け
た
。

こ
の
作
業
は
若

干
の
遅
れ
は
あ
る
も

の
の
、
本
報
告
書
作
成
段
階

で
二
回
目

の
通
覧
に
着

手
し
始
め
て

い
る
。
本
研
究
助
成
終

了
後
も
研
究
公
表
に
資
す
る
内
容
に
高
め
て
い
く
と
共
に
、
大
阪
歴
史
博
物
館

に
寄

託
予
定

文
書
が
全

て
移
管
さ
れ
た
際
、
求
め
に
応
じ
て
副
次
的
成
果
を
提
供

で
き
る
よ
う

に
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
た
い
。

本
来
な
ら
今
年
度

の
段
階
で
文
書

の
総
数
を
確
定
さ

せ
る
べ
き

で
あ

る
が
、
文
書
目
録
中
に
混

入
し
て
い
る
建
築
図

面
を
調
整
す

る
関
係

か
ら
、
文
書
総
数

の
変
更
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
報
告
書
で

の
総
数
は
昨
年
度
同
様
、
総
数

一
七
〇
〇
点
前
後
と
大
枠
を
提
示
す
る
の
み
に
止
め
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

加
え
て
今
年
度

は
、
茶
会
記
を
は
じ
め
今
後

の
研
究
に
必
要
と
思
わ
れ
る
文
書
に
対
し
て
、

目
録
情
報
作
成
に
必

要
な
箇
所
の
作
成

に
止
ま
ら
ず
、
全
頁

の
写
真
撮
影
を
追
加

で
行
な

っ
た
。

こ
ち
ら
も
遺
漏
は
あ
る
も
の
の
、

一
応

の
目
処
が
立

っ
た
と

い
え
る
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
今
年
度

は
後
述
す
る
平
瀬
家

の
茶
会
記
五
点

の
翻
刻
に
着

手
し
た
。

3



(
三
)
文
献
史
的
成

果

木
津
家
自
体

の
文
書
は
三
代

・
宗
詮

(章
斎
、
文
久

二
年
～

昭
和
十

四
年

・
一
八
六
二
～

一
九
三
九
)

の
時
期

を
中
心

に
、
初
代

・
宗

詮
か
ら

四
代

・
宗
詮

(
花
笑
斎
、
明
治

二
十

五
年
～
昭

和
五
十

二
年

.
一
八
九

三
年

～

一
九
七
七
年
)
ま
で
の
文
書

で
大
部
分
が
構
成
さ
れ

て
い
る
。
茶

の
湯
に
関
す
る
史
料
は
、
三
代

.
宗
詮

の
茶
会
記

で

「会

記

明
治

四
十
年
」
と

い
う
表
題
を
持

つ
明
治
四
十
年

(
一
九

〇
七
)

一
月
七

日
か
ら
十

一
月
ま

で
の
他

会
記
へ

自
会
記
は
展
覧
目
録
や
茶
会
記
な
ど
を
張
り
付
け
た
形
態

の

「
[什
器
展
覧
目
録
井

二
明
治
四
十
三
年
大
師

會

会
記
等

一
紙
文
書
貼
付
帳
]
」
と
仮

タ
イ
ト

ル
を
付
与

し
た
も

の
か
ら
明
治

三
十
八
年

(
一
九
〇
五
)

一
月
か
ら

明
治
四
十
四
年

(
一
九

一
一
)
四
月
上
旬
ま
で
の
数
会

の
茶
会
記
を
確

認
で
き

て
い
る
。
茶
会
記

の
数
自
体
は
今
後

分
析
を
進
め
て

い
く
中

で
、
数
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
他
に
は
歴
代

の
木
津
宗
詮
が
収
集

し
た
で
あ
ろ
う

三
十
点

以
上

の
茶
会
記
と
、
数
点

の
煎
茶
会
記
が
挙
げ
ら
れ
る
。
茶
会
記
以
外
で
は
茶
書
、
三
代

.
宗
詮
が
残
し
た

多
数

の
著
作
と
草
稿
、
編
集
発
行

の
任
に
あ
た

っ
た
刊
行
物

の
存
在
が
あ
る
程
度

以
上

の
比
重
を
占
め
て
い
る
。

茶
書
以
外

の
内
容
は
和
歌
書
、
園
芸
書
を
は
じ
め
多
岐

に
渡

っ
て
お
り
、
中
で
も
和
歌
書
は
初
代

.
宗
詮

の
和
歌

集
も
あ
り
興
味
深

い
も

の
が
あ
る
と

い
え

る
。
そ
し
て
、

三
代

・
宗
詮
も
し
く
は
四
代

.
宗
詮
が
調
査

.
作
成

し
た

で
あ
ろ
う
、
初
代

・
宗
詮

の
履
歴
書
上
や

二
代

・
宗
詮

の
出
自

で
あ
ろ
う
住
山
家

に
関
す

る
記
録
も
確

認
さ
れ
た
。

前
述

の
初
代

・
宗
詮
と

二
代

・
宗
詮

の
紀
州
徳
川
家

へ
の
出
仕
形
態
な
ど
を
把
握
す

る
上
で
、
成
果
を
期
待
さ
せ
る

も

の
が
あ
る
。

さ
ら
に
木
津
家
文
書
に
は
、
昨
年
度

の
報
告
書
で
も
述
べ
た
平
瀬
露
香

・
露
秀
親
子
の
茶
会
記
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

相
当
な
分
量

の
平
瀬
家
文
書
も
含
ま
れ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
平
瀬
家

の
茶
会
記
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
年
代
を
特

定

で
き
る
史
料

に
よ
り
、
文
政
十
三
年

(
一
人
三
〇
)

一
月
か
ら
明
治
四
十

一
年

(
一
九
〇
人
)
十

一
月
ま

で
の
期

間

で
十
点

以
上

の
存
在
を
確
認
で
き

て
い
る
。
他
に
も
平
瀬
家

の
所
蔵
道
具

の
売
り
立

て
に
伴
う

目
録
や
、

「
平
瀬

隠
居
」
が
作
成

し
た
天
保
十
四
年

(
一
人
四
三
)

の
年
記
を
持

つ

「道
具
控
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
所
蔵

道
具

の
売
り
立

て
に

つ
い
て
も
、

「
平
瀬
家
藏
器
入
札
高
直
附
」
と
い
う
入
札

の
結
果
を
書
き
残
し
た
史
料
が
あ

る

こ
と
か
ら
、
そ
の
顛
末
も
あ
る
程
度
分
析
可
能

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
他
に
茶

の
湯
以
外
で
は
、
銀
相
場

の
書
き

付
け
な
ど
、
家

の
経
営
に
関
わ
る
史
料
も
若
干
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

(
四
)
平
瀬
家

茶
会
記

『
茶
燕
録

』

に

つ
い
て

平
瀬
家

の
文
書
類
で
重
要
と
な
る

の
が
、
『
茶
燕
録
』
と
題
さ
れ
た
茶
会
記
で
あ

る
。

現
時
点
で
そ
の
内

の
五
冊

の
翻
刻
を
行
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
表
紙

の
記
載

は
次

の
通
り
で
あ
る

(表
1
参
照
)
。

a

「
文
政
十
三
庚
寅
年

茶
燕
録

玄

々
苓
」

bCdXa
の

～
天
保
六
年

・

死
去
す
る
天
保
六
年
ま
で
、

四
郎
五
郎
は
、

い
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。

の
河
合
道
臣
を
招

い
た
茶
事
に
同
席
し
て
い
る
記
録
も
注
目
さ
れ
る
。

え

る
が
、

文
化
年
間

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

b
は
天
保
十

一
年

(
一
八
四
〇
)
か
ら
同
十
五
年
に
い
た
る
計
十

二
回
を
記
録
し
て
お
り
、

こ
の
時
期

の
平
瀬
家

当
主

で
あ
る
春

温

(
士
陽
、
文
化
十
五
年
～
慶
応

二
年

・
一
八

一
八
～

一
八
六
六

)
の
茶
会
記
と
推
測
さ
れ
る
。
三

井
宗
六
が
吸
江
斎
、
永
楽
保
全
、

二
代

・
住
山
楊
甫
を
招

い
た
席

の
他
、
遠
州
流
八
世

の
小
堀
宗
中
や
、
吸
江
斎
門

下
で
伊
藤
若
沖

の
パ
ト

ロ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
菜
種
問
屋

「
人
参
三
蔵
園
」

の
吉
野
五
運

(微
斎
)
等
が
登
場
し
て

お
り
、
大
坂

の
茶

の
湯

の
多
様
性
が
窺
え

る
内
容
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
茶
会
記
に
は
木
津

の
名
前

は
見
え
な

い
が
、

春
温
は
天
保
十
年
に
初
代

・
宗
詮
の
取
次

で
武
者
小
路
千
家

の
許
状
を
得

て
お
り
、
師
弟
関
係
に
あ

っ
た
。

「木
犀
居

茶
燕
録
」

「茶
燕
録
」
と
記
し
た
題
箋
貼
付
。

「茶
燕
録

濁
樂
篭
」

「卯
冬

茶
燕
録

木
犀
居
」

「玄

々
巷
」
に

つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
文
政
期

の
平
瀬
宗
十
郎
家
当
主
で
あ
る
水

(
士
瀾
、
文
化
三
年

一
八
〇
六
～

一
八
三
五

)
の
別
号
と
推
測
さ
れ
る
。
文
政
十
三
年

(
一
八
三
〇
)
か
ら
、
平
瀬
水
が

計

二
十
六
回
を
記
録

し
て
い
る
。

登
場
し
て
い
る
広
岡
久
右
衛
門

(
加
島
屋

)
と
大
寺

共
に
大
坂
を
代
表
す
る
両
替
商

で
あ
り
、
特
に
大
寺
家

は
楽
家

三
代
道

入
の

「稲
妻
」
を
所
持
し
て

こ
の
他
、
松
平
不
昧
出

入
り

の
道
具
商

で
あ
る
伊
藤
勝
兵
衛

(
道
勝

)
が
、
姫
路
藩
家
老

亭
主
お
よ
び
連
客
に

「木
津
」

の
名
前
が
見

こ
れ
は
初
代

・
宗
詮
で
あ
る
。
な
お
、
初
代

・
宗
詮
が
松
平
不
昧

の
勧
め
で
故
郷

の
大
坂

に
戻

っ
た

の
は
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c
は
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)

か
ら
同
九
年
に

い
た
る
二
十
四
回
を
収
め
、
巻
末

の
署
名
か
ら
平
瀬
露
香

(天
保

十
年
～
明
治
四
十

一
年

・
一
人
三
九
～

一
九
〇
八
)

の
茶
会
記
と
判
明
す
る
。

そ
の
多
く
は
露
香

の
自
会
記

で
あ
り
、

平
瀬
家
を
継

い
だ
ば

か
り

の
こ

の
時
期
に
、
精
力
的
に
茶
会
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
判

る
。

「後
酒
」
と

し
て
、
後

段

の
料
理

の
記
録
が
続
く

の
が
、

こ
の

c
の
特
徴
で
あ

る
。
注
目
で
き
る
も
の
に
は
、
明
治
三
年
に
催
さ
れ
た
平
瀬

半
仙

五
十
回
忌

の
茶
事
、

同
五
年

の
平
瀬
士
陽
七
回
忌

の
茶
事
が
あ
り
、
後
者

で
は
武
者

小
路
千
家

の

一
指
斎
と
土
ハ

に
、
表
千
家

の
緑

々
斎
が
招

か
れ
て
い
る
。
客
と
し
て
名
前
が
頻
出
し
て
い
る
甲
谷
権
兵
衛

(露
吸
)
は
露
香

の
義

妹
を
妻
と
し
て
お
り
、
千
草
屋

の
親
族
と
し
て
露
香
を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
土
田
湖
流
は
袋
物
師

で
あ
る

土

田
友
湖

の
実
弟

で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
は
両
替
商

の
大
寺

四
郎
五
郎
家

に
寄
宿

し
て

い
た
と
さ
れ
る
。

d
は
明
治

五
年

の
六
回
を
記
録
し
て
い
る
。

「
濁
樂
巷
」
は
松
平

不
昧
が
江
戸
の
大
崎

園
で
掛
け
て

い
た
篇
額

で

あ
り
、

こ
れ
を
入
手
し
た
露
香
は

一
方
庵
に
こ

の
額
を
掛

け
、
別
号
と

し
て
用

い
て
い
た
。

そ

の
内
容
は
、
四
代

.

青
木
宗
鳳
や
、
磯
矢
宗
庸
と
い

っ
た
大
阪
を
代
表
す
る
茶
人

の
茶
会
が
中
心
と
な
る
。

c
の
自
会
記
に
対
し
、

こ
ち

ら
は
露
香

の
他
会
記
に
あ
た
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

x
に

つ
い
て
は
、

「卯
冬
」
が
何
年
を
指
す

の
が
問
題
と
な
る
。
連
客
に
名
前

の
あ
る
荒
掘
源
之
助

は
名
門
両
替

商

で
あ

る
天
王
寺
屋
五
兵
衛

の
番
頭
で
あ
り
、
文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
に
独
立
し
て
茶
舗

「先
春
園
」
を
創
業

し

て
い
る
。

こ
の
た
め
候
補
と
な
る
の
は
こ
の
前
後

の
卯
年
、
即
ち
安
政
二
年

(
一
八
五
五
)
か
明
治
元
年

(
一
八
六
七
)

で
あ
る
。
特
に
重
要
な

の
は
、
平
瀬
家
六
代

目
の
春
温
が
慶
応

二
年

(
一
八
六
六
)

に
没
し
て
い
る
点

で
あ

る
。

こ

の
た
め
明
治
元
年
と
し
た
場
合

は
、

平
瀬
家
を
継

い
だ
ば
か
り
の
露
香
に
よ
る
他
会

記
と
な
る
。
四
代

・
春
郷

の
命

名

に
よ
る
平
瀬
家
本
邸

の
書
院

「
木
犀
居
」
を
名
乗
り
、
自
ら
を

「亀
之
介
」
と
書

い
て
い
る
点
で
も
、
ぎ

こ
ち
な

さ
が
見
ら
れ
る

(士
瀾
、
士
陽
は
共
に
自
ら
を

「拙
」
と
表
記
す
る
)
。

最
後

に
、
翻
刻
で
き

て
い
る
平
瀬
家

の
茶
会
記
で
も
、
特
別
な
も

の
と
な
る
で
あ

ろ
う
茶
会
を
簡
単
に
紹
介

し
て

お
き
た

い
。

そ
れ

は

『
茶
燕
録
』

d
の
明
治

五
年

(
一
八
七

二
)
十

一
月
十

一
日
に
行
な
わ
れ
た
武
者

小
路
千
家

十

一
代

・
一
指
斎

一
里

(嘉
永

元
年
～
明
治

三
十

一
年

二

八
四
人
～

一
人
九
八
)
を
亭
主
と
す

る
茶
会

で
あ
る
。

一
指
斎

は
表
千
家
十
代

・
吸
江
斎
祥
翁

(文
政
元
年
～

万
延
元
年

・
一
八

一
人
～

一
人
六
〇
)

の
次
男

で
、
五
才

の

時
に
同
じ
く
吸
江
斎

の
弟
で
あ

る
武
者
小
路
千
家
十
代

・
以
心
斎

(
天
保
元
年
～
明
治

二
十
四
年

・
一
八
三
〇
年
～

一
八
九

一
)

の
養
子
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
十

一
月
十

一
日

の
茶
会

は

「初
会
」
と
あ
り
、
同
年
十

二
月
三
日

の
太

陰
暦
か
ら
太
陽
暦

へ
の
改
暦
以
前

で
あ
る
た
め
、
少
し
時
期
が
遅

い
気
も
す

る
上
に
、
新
造
や
改
築

の
茶
席

の
御
披

露
目
茶
会

の
可
能
性
も
拭
え
な

い
が
、

こ
こ
で
は

口
切

の
茶

の
湯
と
し
て
お
き
た

い
。
記
載
は
次

い
で

二

指
斎
初

茶
湯
」
と
あ
り
、

一
指
斎

の
初
め
て
の
茶

の
湯
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
客
は
二
代

・
宗
詮
以
外
は
平
瀬

家

の
人
物
で
占
め
ら
れ
、
続
く
道
具

の
記
載

の
前

に

「道
具
、
悉
皆
予
所
持
分
也
」
と
懐

石
も
含
め
た
茶
会

の
道
具

を
全

て
自
ら
が
用
意
し
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
初
め
て
の
茶

の
湯
と

い
う
意
識
は
道
具
組
み
に
影
響
を
与
え
た
よ

う
で
あ

る
。
と

い
う

の
も
宮
崎
寒
維

の
乙
御
前
釜
を
用
い
て
い
る
が
、

二

指
斎

八
才
之
時
分
、
高
松
侯

へ
上
参
之

節
拝
領
、
此
度
、
大
鷹
釜
散
紙
用

ユ
」
と
、

一
指
斎
が
人
才

で
高
松
松
平
家

の
下

へ
伺
候

し
た
際
に
拝
領
し
た
も

の

を
選
ん
で
い
る
か
ら
で
あ

る
。

そ
の
他

の
道
具
は
武
者

小
路
千
家
四
代

・
一
翁
宗
守
や
武
者

小
路
千
家
中
興

の
祖
と

さ
れ
る
七
代

・
直
斎
堅
里
を
始
め
と
す

る
歴
代

の
自
作
道
具
や
好

み
道
具
が
多
く
を
占
め

て
い
る
が
、
道
具
を
提
供

し
た
平
瀬
露
香
の
趣
向
も
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
掛
物
に
江
戸
時
代
前
期

の
旗
本
茶
人

・
舟
越
伊

予
守

の
好

み
表
具
に
よ

る

「春

屋
宗
園

一
行
」
を
舟
越

の
書
状
と
添
え
て
用

い
た
り
、

「
不
昧
公
箱
」
と
松
平
不
昧

の
箱
書
に
よ
る

「藤
四
郎

い
も

の
子
」
、
瀬
戸
茶
入
を
選
ん
だ

こ
と
な
ど
は
そ

の
表
れ

で
あ
ろ
う
。
な

お
、
茶

入
の

仕
覆
は
永
井
間
道

で
あ
る
。

恐
ら
く
二
代
で
あ
ろ
う
木
津
宗
詮
を
亭
主
と
す

る
茶
会
を
現
況
で
は
三
会
確
認
で
き
て

い
る
が
、
木
津
宗
詮
の
茶

会
分
析
は
更
に
検
討
材
料
を
用
意

し
た
上

で
の
後
考

の
課
題
と
し
た

い
。
他

に
現
在
、
翻
刻
で
き

て
い
る
中
で
木
津

家

に
関
係

し
て
興
味
深
い
の
は
閏
三
月
廿
三
日
正
午

の
那
六
右
衛
門
を
亭
主
と
す

る
茶
会
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
茶

会

は

「先
者

ノ
十
三
回
忌
茶
事
、
追
福
也
」
と
追
善
茶
会

で
あ

っ
た
が
、
席

は

「於
木
津
亭
」
と
木
津
宗
詮
が
提
供

し
て
い
る
。
特
別
な
機
会
で
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
な

の
か
も
し
れ
な

い
が
、
同
様

の
事
例
を
見
出
せ
な

い
か
留
意

す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に

『
茶
燕
録
』

は
、

平
瀬
家
代

々
の
茶
会
記
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
大

阪
n
煎
茶
と

い
う
イ
メ
ー

ジ
に
埋
没
し
、
省
み
ら
れ
る
機
会

は
少
な
か

っ
た
大
坂

の
豪
商

の
茶

の
湯
を
考
え

る
上
で
、
重
要
な
史
料
と
言
え
る
。
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二

三
代
宗

詮

の
建
築

、
庭

園

に

つ
い
て

(
一
)
図
面
整

理
進
捗
状

況

木
津
家
に
は
茶
室
、
邸
宅
、
庭
園
お
よ
び
道
具
に
関
す
る
図
面
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
大
部
分
は

「茶
室
建
築
家
」

と
し
て
、
多
く

の
作
品
を
手
が
け
た
三
代

・
宗
詮

の
も

の
で
あ

っ
た
。
本
研
究
開
始
以
前

に
お
け

る
図
面
関
連
史
料

は
八
九
三
点
明
ら

か
だ

っ
た
が

(注

6
)
、
新
出
図
面
を
人

一
一
点
確
認
し
、
合
計

一
七
〇
四
点

と
な

っ
た
。

こ
れ

ら
新
出
図
面
の
簡
易
リ

ス
ト
作
成
作
業
は
終

了
し
た
が
、

リ
ス
ト
項

目
の
充
実
化
だ
け

で
な
く
、
青
焼
き
図
面
な
ど

も
含
め
た
た
め
、
重
複
す

る
図
面
な
ど
今
後
更
な
る
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

新
出
図
面

の
中
か
ら
、
目
下
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も

の
に
、
木
津
家

と
関
わ
り
が
深
く
、
大
阪
を
中
心
と
し
た

地
域
史
や
茶
道
史
に
と

っ
て
重
要
な
平
瀬
家
関
連
図
面
、
物
件

の
み
が
知
ら
れ

て
直
接
的
史
料

の
少
な
か

っ
た
四
天

王
寺
本
坊
庭
園
及
び
払
塵
亭

・
岩
田
邸
関
連
図
面
、
物
件
が
良
好
に
維
持
さ
れ

て
図
面
も
充
実
し
て
い
る
谷

口
房
蔵

関
連
図
面
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
三
代

・
宗
詮
に
よ
る
設
計
図
面

で
は
な
く
、
古
典
茶
室
に
関
す
る
史
料
も
散
見
さ
れ
た
。
多
数

の
起

こ
し

絵
図
や
よ
く
知
ら
れ
る

「瀧
本
坊
敷
寄
屋
圖
」
な
ど
、
近
世
以
前

の
茶
室
研
究

に
と

っ
て
も
研
究
価
値

の
高

い
も

の

で
あ
る
。

【建
築
図
面
分
析

】

今
回
は
、
図
面
と
実
物
が
両
方
現
存
す

る
物
件

で
あ

る
、

田
尻
歴
史
館
茶
室

「芳
庵
」

(谷

口
房
蔵

吉
見

ノ
里

別
邸
茶
室
)
及
び
四
天
王
寺

「払
塵
亭
」

に

つ
い
て
、
そ
の
照
合
作
業
を
行

っ
た
。

「芳
庵
」

は
田
尻
歴
史
館
敷
地
内
に
良
好
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
茶
室

(七
畳
)
、
相

ノ
間

(六
畳
)
、
寄
付

(台

目
二
畳
)
、
水
屋

(約
三
畳
大
)
、
鞘

ノ
間
、
便
所
か
ら
な
る
。
建
設
時
期
は
恐
ら
く
洋
館
建

設
と
そ
れ
ほ
ど
間
を
置

か
な

い
大
正
期
と
考
え
ら
れ
、
現
存
図
面
は
平
面
図

二
枚
、
屋
根
伏
図

一
枚
で
、

二
枚

の
平
面
図
に
は
相
違
が
見
ら

れ
た
。
プ

ラ
ン
の
大
き
な
違

い
は
便
所

の
有
無

で
あ
る
が
、
現
地
調
査
で
図
面
通
り

の
便
所
が
確
認
で
き
、

一
枚
は

設
計
変
更
図
面
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
拍

ノ
間

の
押
し
入
れ
は
隅
が

凹
ん
で
い
る
が
、
当
初
プ
ラ
ン
に

出
来

る
だ
け
変
更
を
加
え
ず
、
敷
地
境
界
ギ
リ
ギ
リ
に
便
所
を
入
れ
込
む
た
め
の
工
夫
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
便
所
を
描

い
た
図
面
は
、
便
所
部
分
を
通
常

の
黒

の
墨
で
、
そ

の
他
を
朱
墨

で
描

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

同
様

の
色
分
け
図
面
を
考
え
る
場
合
、

こ
の
図
面
が

一
つ
の
参
考
例
と
な
る
。

四
天
王
寺

「払
塵
亭
」
も
物
件
が
良
好

に
維
持
さ
れ
て
お
り
、
三
畳
台
目
と
四
畳
半

の
二

つ
の
茶
室
、
及
び
台
目

畳
五
畳
を
単
純
な
長
方
形

に
収
め
た
建
物
で
あ
る
。
四
天
王
寺

に
よ
る
と
、
大
正
七
年
建
設
、
昭
和
人
年
改
修

で
あ

る
ら
し

い
。
図
面
に
は
昭
和
五
年
以
後
に
使
用
さ

れ
る

「泉
」

の
花
押
や

「修
繕
」
と

い
う
記
入
が
確
認
さ
れ
、
昭

和
八
年

の
改
修
期

の
も

の
と
断
定
出
来
る
。
今
回
新
出

の

「払
塵
亭
」
図
面
は
合
計
七
枚

で
立
面
図
が
充
実
し
て
い

た

の
で
、
立
面

の
寸
法
確

認
を
詳
細
に
行

っ
た
。
寸
法
的

に
大
き
く
異
な

っ
て
い
た

の
は
、
三
畳
台
目
茶
室
躍

口
上

の
連
子
窓
が
、
柱
問

い

っ
ぱ

い
に
広
げ
ら
れ
、
内
法
高
寸
法
が
約

二
寸
大
き
く
な

っ
て
い
た

こ
と
、
中
柱
袖
壁
止
め

の
材
料
が
変
更
さ
れ
、
高
さ
も
若

干
下
げ
ら
れ
て
い
た

こ
と
く
ら

い
で
、

ほ
ぼ

図
面
通
り
で
あ

っ
た
。
連

子
窓

に
関

し
て
は
、
図
面
通
り
の
場
所
に
痕
跡
が
見
ら
れ
、
三
代

・宗
詮
に
よ
る
設
計
変
更
か
、
そ
の
後

の
改
造
か
不
明
で
あ
る
。

連
子
窓

の
敷
鴨
居
は
比
較
的
新

し
く
見
え
た
。

【
庭
園
図
面
分
析
】

木
津
家
所
蔵

の
図
面
類

の
整
理
か
ら
抽
出
で
き
た
十
八
事
例

の
庭
園
設
計
図

の
う
ち
、
地
割
構
成

の
全
体
像
が
確

認
で
き
た
十
庭
園

の
分
析
か
ら
、
四
点

の
特
色
を
導

い
た
。
す
な
わ
ち
、

一
、
庭
園
設
計

の
基
礎
と

し
て
方
眼
を
図

面
に
割
付
け
た
う
え

で
、
庭
園

の
地
割
構
成
を
描
く
こ
と

(
こ
の
方
法
は
、
画
家
に
し
て
、

日
本
庭
園
株
式
会
社

の

技
師
長
を

つ
と
め
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
造
園
家
、
本
多
錦
吉
郎

の
庭
園
設
計
方
法
と
共
通

す
る
)
、
二
、
方
眼

の
大
き
さ
は
、
共
通
し
て
六
尺

(約

一
・人
メ
ー
ト

ル
)

で
あ
り
、
建
築

の
柱
間
寸
法
を
庭
園
設

計

の
構
成
単
位
と
す

る
こ
と
、
三
、
方
眼

の
各
交
点

は
庭
園
の
ほ
ぼ
中
央
部

の
建
物
隅
の
柱
と

ほ
ぼ
合
致
す

る
こ
と

か
ら
、
縦
横

の
基
準
線
を
図
郭

ほ
ぼ
中
心
に
設
け
、
そ
の
中
心
か
ら
上
下
左
右

に
線

を
オ

フ
セ

ッ
ト
し
た
と

み
ら
れ

る
こ
と
、
四
、
方
眼

の
線
上
に
は
、
飛
石
園
路

の
踏
分

石
、
大
振
り

の
景
石
、
灯
籠
な
ど

の
石
造
物

の
よ
う
に
、
庭

園
構
成
上
重
要
な
地
物
を
配
置
す

る
こ
と
、
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
三
代

・
宗
詮
は
、
き
わ
め
て
幾
何
学
的

.
構
築

的
な
感
性

で
庭
園
設
計
を
お
こ
な

っ
て
い
た
と
い
う
推
論
を
得

て
い
る
。

上
記

の
基
礎
的
知
見
を
ふ
ま
え
、
庭
園

の
主
た
る
構
成
と
な

る
こ
と
が
多

い

「流
れ
」
に
着

目
し
て
図
面
分
析
を
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お
こ
な

っ
た
。
ま
ず
、
三
代

・
宗
詮

の
庭
園
作
品
の
う
ち
、
流
れ
を
主
要
な
構
成
と

し
た
設
計
図
は
、
四
天
王
寺
本

坊
庭
園
、
寺

田
氏
庭
園
な
ど
、
八
庭
園
が
確
認
で
き
た
。

こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
流

れ
の
建
物
に
対
す
る
位
置
と
線
形

を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
緩
や
か
に
蛇
行
を
重
ね
な
が
ら
も
、
お
お
む
ね
、
主
要
建
物
に
対
し
て
四
十
五
度

の
斜
行
さ

せ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
次
に
、
流
れ
と
交
差
す

る
動
線

に
は
、
橋
を
架
け

る
場
合
と
沢
飛
び
を
打

つ
場
合
と

の
二

種
類
が
あ

る
が
、
上
流
で
橋
を
架
け
た
場
合
は
下
流
に
沢
飛
び
を
打

つ
、
あ

る
い
は
上
流

で
沢
飛
び
を
打

っ
た
場
合

は
下
流
で
は
橋
を
架
け
る
と

い
う
よ
う
に
、

ほ
ぼ
す

べ
て
の
事
例
が
橋
と
沢
飛
び
と
を
交

互
に
設
け
る
と

い
う
特
色

を
う
か
が
う

こ
と
が

で
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
断
定

は
で
き
な

い
が
、
流
れ
の
湧
水
地
点
か
ら
、
ほ
ぼ
五
メ
ー
ト
ル
お

き
に
、
線
形
を
屈
曲
さ
せ
る
、
瀬
落
ち
を
設
け
る
、
橋
を
架
け
る
、
沢
飛
び
を
打

つ
な
ど
、
景
観
上

の
変
化
を

つ
け

よ
う
と
し
た
設
計
意
図
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
特
色
は
、
弘
世
氏
庭
園
、
四
天
王
寺
本
坊
庭
園
に
顕
著
に
表
れ
る
。

(
二
)
遺

構

調
査

報
告

こ
れ
ま

で
の
研
究
で
三
代

・
宗
詮
に
よ

る
建
築
作
品

の
全
体
像

の
把
握
を
試

み
、

い
く

つ
か
の
物
件

に

つ
い
て
実

測
調
査
を
行
な

っ
て
き
た

(注

7
)
。

三
代

・
宗
詮
と
関
わ
り

の
深

い
地
と
し

て
、
関
西
以
外

で
は
特
に
岡
山
と
香

川
が
あ

っ
た
が
、
今
年
度

は
香
川

の
調
査
を
実
施

し
、
そ

の
他
奈
良

・
京
都

・
大
阪

の
七
物
件

の
調
査
を
行

っ
た
。

香
川
は

『
讃
岐

の
茶
室
』
(毎

日
新
聞
社
高
松
支
局
、
一
九
六
八
)
及
び

『
新
讃
岐

の
茶
室
』
(毎

日
新
聞
社
高
松
支
局
、

一
九
七
四
)

に
よ

つ
て
、

「枕
流
・庵
」
、
東
光
寺

「松
月
庵
」
、
高

木
邸

「即
休
庵
」
、
鳥
飼
邸

「独
楽
亭
」
、
大
眉
邸

「青
濤
亭
」
・
「曲
豆
泉
亭
」
、
片
山
邸

「豊
泉
亭
」

の
六
物
件
が
知
ら
れ

て
い
た
が
、
現
存

し
な

い
ら

し
い

「枕
流
庵
」

以
外

の
全
て
を
実
見
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
奈
良
は
初
代

・
宗
詮
が
関
わ

っ
た
と
さ
れ

て
い
る
柳
生
藩
家
老
屋
敷
庭

園
、
他

は
全

て
三
代

・宗
詮

の
関
係
で
あ
り
、
京
都
は
八
幡
市

の
泰
勝
寺

「閑
雲
軒
」
、
大
阪
は
吉
年
邸
、
四
天
王
寺
、

願
泉
寺
、
田
尻
歴
史
館
、

五
風
荘

で
あ
る
。

建
築
物
件

今

回
の
調
査
建
築
個

々
の
特
徴
は
表

2
の
通
り
で
あ
る
。
共
通
す

る
特
微
と
し
て
、
昨
年
度
、
骨
格
を
シ
ン
プ

ル

な
も

の
と
す

る
が
、
茶
室
内
部
空
間

は
複
雑
な
構
成

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
今
年
度
調
査
物
件

の
多
く
か
ら

は
、

そ
れ
と
同
様

の
特
徴
と
と
も
に
、
複
雑
な
構
成
は
軒
下
空
間
に
も
当

て
は
ま
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

そ
れ
は
、

主
体
部

の
屋
根
か
ら

一
段
下
げ
た
付
庇
で
広

い
軒
下
空
間
を

つ
く
り
、
袖
壁

で
分
節

し
、
外
腰
掛
を
取
り
込
み
、
多

様
な
飛
石
や
敷
石
で
賑
や
か
に
接
続
す

る
と

い

っ
た
も

の
で
あ
る
。

通
常
数
奇
屋
建
築

は
部
屋
ご
と
、
水
屋
や
廊
下
な
ど
、
棟
を
分
け

て
屋
根
を
折
り
重
ね
る
が
、
三
代

・
宗
詮

の
作

品

の
い
く

つ
か
で
は
主
体
部

の
単
純
な

一
つ
の
屋
根

で
、
複
数

の
室
を
収
め
る
。

そ
し
て
、
主
体
部

の
単
純
な
長
方

形

の
外
郭
ラ
イ

ン
を
守

っ
て
内
側
を
室
内
、
外
側
を
室
外
と
す
る
。

こ
れ
に
は
、
平
面
計

画
上
大
き
な
制
約
が
生
じ

る
が
、
斜
め

の
ラ
イ

ン
や
袖
壁
、
踏
み
石
な
ど
を

工
夫
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
複
雑

か

つ
独
特
な
空
間
を
実
現
し
て
い

る
。
通
常

の
茶
人
と
は
異
な
り
、
平
面
図
と
長
く
向
き
合
う
設
計
者

で
あ

る
か
ら
こ
そ

の
特
徴
と
言
え
る
か
も
知
れ

な

い
。

庭
園
物
件

現
地
調
査
は
、
粉
川
氏
庭
園

(奈
良
県
奈
良
市
)
、
四
天
王
寺
本
坊
庭
園

(大
阪
府
大
阪
市
)
、
旧
野
口
氏
庭
園

(奈

良
県
奈
良
市
)
、
旧
山
田
氏
庭
園

(奈
良
県
奈
良
市
)
、
吉
年
邸
庭
園

(大
阪
府
河
内
長
野
市
)

の
五
例
に

つ
い
て
実

施
し
た
。
現
地
調
査

で
は
、

一
、
宗
詮

の
地
割
構
成
上

の
特
徴
と
し
て
、
開
放
的
な
芝
生
園
地
を
主
要
構
成
と
す
る

こ
と
、
二
、
緩
曲
線

の
回
遊
園
路
を
多
用
す
る
こ
と
、
三
、
蛇
行
す

る
流
れ

(枯
流
れ
、
池
を
取
設
す
る
場
合
も
あ
る
)

を
効
果
的

に
用

い
る
こ
と
、
と
い
う
三
点

の
特
色
を
導
き
、
七
代

・小
川
治
兵
衛
、
本
井
政
五
郎
、
小
平
義
近
と

い

っ

た
近
代
造
園
家

の
手
法
と
も
酷
似
す

る
点
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、

三
代

・
宗
詮

の
流
れ
は
、
景
石
に
立
石
を
利
用

せ
ず
伏
石
を
多
用
す
る
点
が
把
握

で
き
た
。

こ
れ
は
、
現
存
し
な
い
谷

口
房
蔵
住
吉
本
邸
庭
園
に
お
い
て
も
古
写
真

の
状
況
か
ら
顕
著

で
あ
り
、
小
川
治
兵
衛
や
岩
本
勝
五
郎
ら

の
手
法
と
も
酷
似
す
る
。
た
だ
し
、

三
代
宗
詮

の
手
が

け
た
護
岸
は
、
人
頭
大

の
護
岸

石
を
単
純
に
列
状

に
並
べ
る
か
、
野
面
で
積

み
上
げ
た
も

の
が
多
く
、
日
本
近
代

の

庭
園
と

比
較
す
る
と
、
意
匠
的
に
は
素
朴
な
し

つ
ら
え

に
な

っ
て
い
る
点
が
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た
す

べ
て

の
庭

園

で
共
通
す

る
。

と
こ
ろ
で
吉
年
邸

の
現
地
調
査
で
は
、
茶
室
に
面
し
て
流
れ
を
配
し
、
か

つ
流
れ

の
な
か
に
手
水
鉢
を
配
置
し
た

流
れ
樽
鋸
と
し
た
特
色
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

こ
れ
は
、
三
代

・
宗
詮
が
、
地
割
構
成

の
意
匠
化
に
際
し
て
は
、

煎
茶
趣
味

の
庭

の
観
点
か
ら
、
作
庭
を
お
こ
な

っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
様
相
は
、
四
天
王
寺
本
坊

7



庭
園
に
お
い
て
も
流

れ
に
井
筒
を
配
置
す

る
点
や
、
残
存

図
面
で
も
、
六
麓
荘
に
所
在

し
た
庭
園

や
岡
山

・
星
嶋
氏
庭
園

で
、
流
れ
眸
鋸
を
採
用
し
て
い
る
点
か
ら
も
う
か
が
う

こ
と
が

で
き
た
。

(造
営
主

不
明
)

三

三
代
宗
詮

に
関
わ
る

茶
道
具

と
茶
会

(
一
)

「
秋
泉

亭
」
献

上
茶
道

具

に

つ
い
て

以
上
の
建
築
史
と
庭
園
史
に
加
え
、
周
辺
資
料
な
ど

の
調
査
を
通
じ
て
、
三
代

・
宗
詮
に
関
す
る
ま
と
ま

っ
た
知

見
を
得

る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
茶
道
具

へ
の
関
心
か
ら
三
代

・
宗
詮
を
見
た
時
に
重
要
と
な

る
の
が
、

「秋
泉
亭
」

へ
の
献
上
茶
道
具
で
あ
る
。

貞
明
皇
后

の
隠
居
に
際
し
、
大
宮
御
所

の
中
庭

に
茶
室

の
造
営
が
計

画
さ
れ
、
三
代

・
宗
詮
が
設
計
を
担
当
す
る

こ
と
に
な

っ
た

の
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

こ
の

「秋
泉
亭
」
が
昭
和
四
年

(
一
九

二
九
)
に
竣
工
す

る
と
、
各
流

派
の
家

元
ら
に

「秋
泉
亭
」
用

の
茶
道
具

の
献
上
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
宮
内
省
に
三
代

・宗
詮
を
推
薦
し
た
川
上
邦
基

は
、

昭
和
五
年
六
月
に

『
秋
泉
御
茶
室
御
用
具
』
と
い
う
冊
子
を
出
し
て
、
こ
れ
ら

の
道
具
を
記
録
し
て
い
る
。

同
書
に

よ
れ
ば
、
三
千
家
と
藪
内
流

の
家

元
、

そ
れ
に
三
代

・
宗
詮

の
五
人
が
主
だ

っ
た
道
具
を
揃
え
、
そ

の
他

の
水
屋
道

具
や
消
耗
品
な
ど
を
坂

田
作
治
郎

・
今
井
貞
次
郎

の
道
具
商
二
名
が
納
め
て
い
る
。
た
だ
し
坂

田
ら
が
納
め
て
い
る

道
具

の
中

で
、
鎧
や
煙
草
盆

・
火
入

・
煙
管
な
ど
は
、
実
は
表
千
家

の
渥
斎
が
献
上

の
た
め
に
好
ん
だ
物
で
あ

っ
た
。

ま
た
こ
れ
以
降
も
、
随
時
道
具
が
献
上
さ
れ
て
い
る

(注

8
)
。

道
具
の
特
徴
と
し
て
は
、
貞
明
皇
后
が
好
ん
だ
董

の
意
匠
を
多
用

し
て

い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た

「秋
泉
亭
」

の
名
前

に
ち
な
ん
だ
紅
葉
や
水

の
意
匠
が
要
所
に
用

い
ら
れ
る
と
共
に
、
九
条
家

(貞
明
皇
后

の
生
家
)

の
砂
川
別

邸

の
梅
樹
を
用

い
た
天
目
台
な
ど
も
特
徴
的

で
あ
る
。
ま
た
裏
千
家

か
ら
献
上
さ
れ
た

「
秋
泉
棚
」

は
、
現
在

で
も

盛
ん
に
写
し
が
制
作
さ
れ
て
お
り
、
よ
く
知
ら
れ
た
道
具
と
な

っ
て
い
る
。
作
家
と
し
て
は
、
楽
吉
左
衛
門
ら

「千

家
十
職
」
に
代
表
さ
れ

る
各
流
派

の
職
家
と
共

に
、
三
代

・
宗
詮
が
集
め
た

「大
阪

の
十
職
」

の
芦

田
真
七
や
河
合

漆
仙
が
参
加
し
て
い
る
。

他
に
貞
明
皇
后

の
次
男
で
あ

る
秩

父
宮
雍
仁
が
、
炉
用

の
釜
と
風
炉
先
屏
風
を
献
上
し
て
い
る
。

こ
の
二
点

に

つ

い
て
は
、
東
京
美
術
学
校
校
長

で
あ

る
正
木
直
彦
が
秩
父
宮
よ
り
諮
問
を
受
け

て
お
り
、
風
炉
先
屏
風
は
美
術
学
校

の
教
授
が
担
当
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
炉
釜

の
制
作
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た

の
が
、
大
阪

の
釜
師

で
あ
る
大
國

柏
斎

で
あ

っ
た
。
正
木
と
交
友
関
係
を
持

っ
て
い
た
柏
斎

は
、
三
代

・
宗
詮
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
人
物
で
あ
る
。

昭
和
九
年

に
柏
斎
が
死
去
す
る
と
、
三
代

・
宗
詮
は
追
悼
文
で
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「御
宮
御

所
の
御
茶
室
御
造
営
に
や

つ
か
れ
従
ひ
た

る
翌
年
、
其
御
茶
室

の
御
用
御

釜
を
、
秩
父
宮
殿
下

の
御
下
命

と
て
翁

か
我
に
其
故
よ
し
を
語
ら
れ

て
、
友
互
に
ひ
と
し
く
恩
命
を
よ
ろ
こ
ひ
あ

い
ひ
た
る
も
、

つ
か
の
間
と
な
り

し
そ
悲

し
み

の
か
き
り
な
り
」

(注

9
)

こ

の

一
文
か
ら
、

「秋
泉
亭
」

へ
の
献
上
が
、
当
時

の
職
家
達
に
と

っ
て
非
常
な
名
誉

で
あ

っ
た
様
子
が
伝
わ

っ
て

く

る
。

「
秋
泉
亭
」
献
上

の
茶
道
具
は
、
皇
居

へ
の
献
上
品
と

い
う
意
味

で
、
近
代

の
茶
道
具

の
中
で
も
記
念
碑
的

な
も

の
と
言
え

る
。
特

に
昭
和
十
六
年
に
満
州
皇
帝
薄
儀
が
来

日
し
た
際
、
こ
の
秋
泉
亭

で
茶
席
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
道
且
ハが
用

い
ら
れ
た
点

で
も
意
義
深
い
。
残
念
な
が
ら

こ
れ
ら

の
茶
道
具
は

「秋
泉
亭
」
と
共
に
空

襲
で
焼
失
し
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
現
在

で
も
各
家

元
な
ど

に
控
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(
二
)
松
花

堂
会

に

つ
い

て

ま
た
三
代

・
宗

詮

の
業
績

と
し
て
、
「
松
花
堂
会
」

の
運
営
が
挙
げ

ら
れ
る
。
同
会

は
数
寄
者
を
中
心
と
し
た
大

寄
せ
の
茶
会

で
あ
り
、
戦
前
に
は
大
師
会
、
光
悦
会
に
並
ぶ
名
声
を
誇

っ
て
い
た
。

同
会
は
そ
の
名
称

の
通
り
、
石
清
水
八
幡
宮

の
社
僧
で
あ
る
松
花
堂
昭
乗
を
顕
彰
す
る
た
め
に
発
足
し
た
。
明
治

維
新
以
降

の
廃
仏
殿
釈

の
動
き
に
よ

っ
て
、

石
清
水
人
幡
宮
境
内

の

「
四
十
八
坊
」
と
謳
わ
れ
た
神
宮
寺
群
は
荒
廃

し
、
撤
去
さ
れ

る
。
わ
ず

か
に
難

を
逃
れ
た

の
が
、
現
在
も
松
花
堂
庭
園
美
術
館

に
残
さ
れ
て
い
る

「泉
坊
」
と
、

こ
れ
に
附
属
す

る

「松
花
堂
」
で
あ

っ
た
。
明
治

四
十
四
年

(
一
九

一
〇

)
、
昭
乗
に
私
淑

し
て
い
た
益

田
孝

(鈍
翁
)

が
八
幡
市
を
訪
れ
、
そ

の
荒
廃
ぶ
り
を
嘆

い
た
こ
と
が
、
松
花
堂
会
発
足
の
契
機
と
な

っ
た
。
大
正
二
年

(
一
九

=
二
)

に
は
石
清
水
八
幡
宮

の
麓
に
昭
乗
と
師

の
実
乗
、
弟
子
の
乗
淳

の
墓
地
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
篤
志
家

の
寄
進
を
受

け

て
大
正
七
年
、
同
地
に
泰
勝
寺
が
創
建
さ
れ
る
。

こ
の
泰
勝
寺

の
境
内
に
復
興
さ
れ
た
の
が
、
先
述

の
茶
室

「閑
雲
軒
」
で
あ

る
。
閑
雲
軒
は
石
清
水
八
幡
宮
で
昭

8



乗
が
住

し
た

「瀧
本
坊
」

の
茶
室
で
あ
り
、
設
計
は
親
友
で
あ
る
小
堀
遠
州
が
担
当
し
た
。
本
来

の
閑
雲
軒
は
安
永

二
年

(
一
七
七
三
)
に
焼
失
し
て
い
る
が
、
木
津
家

に
は
精
密
な

「滝
本
坊
起

し
絵
図
」
が
あ
り
、

こ
の
図
面
を
基

に
閑
雲
軒
が
再
建
さ
れ
る
。
竣

工
し
た
の
は
大
正
十

一
年
、
同
年
五
月
に
第

一
回
松
花
堂
会
が
開
催
さ
れ
、
閑
雲
軒

の
濃
茶
席
を
鈍
翁
、
青
松
居

の
薄
茶
席
を
林
楽
庵

が
担
当
し
て
い
る
。
泰
勝
寺
に
は
同
会

の
名
簿
が
残
さ
れ

て
お
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
名
古
屋

の
主
要
な
数
寄
者
と
道
具
商

の
名
前
が
並
ん
で
お
り
、

二
席
と
席
数

こ
そ
少
な

い
も

の
の
、
正
に
大
師
会
や
光
悦
会

に
近

い
規
模

の
茶
会

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

『
武
者

小
路
』

(昭
和
十
四
年
人
号
)
の

「三
代
宗
詮
追
悼
号
」
に
は
、
泰
勝
寺

の
住
職

で
あ

っ
た
堀
尾
海
磨
が

「故

宗
泉
宗
匠
と
松
花
堂
会
」
と

い
う

一
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
詮
が
閑
雲
軒
再
建

の
資
金
集
め
か
ら
、

松
花
堂
会

の
裏
方
ま
で
を
務
め
て
お
り
、

「故
宗
匠
は
松
花
堂
会

の
実
に
原
動
力
で
あ

っ
た
」

「故
宗
匠

は
松
花
堂
会

の
産
み
の
親
だ

つ
た
と
も
云

へ
る
」
と
そ
の
貢
献
を
讃
え

て
い
る
。

こ
の
松
花
堂
会
に
代
表
さ
れ
る
、
松
花
堂

昭
乗

へ
の
関
心
は
、
近
代
茶
道
史

に
お

い
て
無
視

し
え
な

い
。

こ
う
し

た
昭
乗
愛
好

の
系
譜
は
、
江
戸
時
代

の
松
平
不
昧
、
酒
井
宗
雅

へ
と
遡
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
東
は
益

田
鈍
翁
、

西
は
平
瀬
露
香

へ
と
広
ま
り
、
近
代
茶
道

の

一
つ
の
潮
流
を
築

い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
松
花
堂
会

の
発
足
を
、

こ

の
東
西
の
松
花
堂
愛
好

の
系
譜
が
結
び
付

い
た
成
果
で
あ

っ
た
と
見
れ
ば
、
三
代

・
宗
詮

こ
そ
が
、

両
者
を
結
び
付

け

る
鑓

の
役
割
を
果
た

し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ

の
後

の
松
花
堂
会

に

つ
い
て
は
詳
し

い
こ
と
は
判

っ
て
い
な

い

が
、
昭
和
十
三
年
ま

で
の
開
催
は
確
認
さ
れ
る
も

の
の
、
三
代
・宗
詮
や
益

田
孝
と
い

っ
た
中
心
人
物

の
死
去
が
続
き
、

戦
時
下
の
混
乱
に
よ

っ
て
自
然
消
滅
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

四

今
後

の
課
題

最
後

に
今
後

の
課
題
を
述

べ
た

い
。
文
書
群
は
目
録
内
容
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
木
津
家
文
書

の
茶
書

の
概
要

と
、
そ
の
大
き
な
特
徴
、
特
に
今
後
広
く
研
究
に
資
さ
れ
る
べ
き
史
料
を
提
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ

の
上

で
、
茶
会
記
全
体

の
翻
刻

紹
介
な
ど
実
り
あ
る
共
同
成
果
を
、
数
年
を
目
処
に
編
集
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
取
り
組
む
上

で
は
、
本
文
書
群
に
平
瀬
家
文
書
が
含
ま
れ
て
、
平
瀬
露
香

・
露
秀
親

子
と

い
う
幕

末
か
ら
近
代
初
め

の
大
阪

(大
坂
)

の
茶

の
湯
を
検
討
す
る
上

で
有
益
な
視
覚
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
、
最
大
限
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
初
代
と

二
代

・宗
詮

の
出
仕
形
態

の
更
な
る
解
明
を
行
な
う
と
共
に
、
初
代

・宗
詮

(松

斎
)

の
自
筆
と
思
わ
れ
る
和
歌
集
な
ど

の
検
討
も
課
題

の

一
つ
に
考
え

て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
内
容
を
深
め
る
過

程
で
、
口
頭

で
の
成
果

の
公
表
が

で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
加
え
て
、
今
後
は
個

々

の
視
点
に
よ
る
本
格
的
な
研
究
成
果

の
公
表
も
論
集
形
式
も
考
慮

に
入
れ

つ
つ
、
同
じ
く
数
年
を
目
処
に
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
い
る
。

こ
の
個
別
検
討

の
中

で
、
初
代

・
宗
詮
か
ら
三
代

・
宗
詮
の
活
動
状
況
、

平
瀬
家

の
茶
会
記
か
ら
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ

る
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
や
順
会

の
構
成
な
ど
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た

い
。

9

謝
辞
二
年
に
わ
た
る
本
研
究

に
あ
た

っ
て
、
当
代

・
木
津
宗
詮

・
宗
隆
宗
匠
、
大
阪
歴
史
博
物
館
、
物
件
を
所
有
さ
れ
て

い
る
各
個
人

の
方

々
、
少
林
寺
、
泰
勝
寺
、
東
光
寺
、
四
天
王
寺
、
願
泉
寺

の
各
ご
住
職
様
、

田
尻
歴
史
館
、
が
ん

こ
岸
和

田
五
風
荘
、
更
に
中
條
文
化
財
団
、
千
島
土
地
株
式
会
社

の
方

々
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し

て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

補
注
お
よ
び
引
用
文
献

注

1

粟

野
隆

研

究

代
表

「
茶

道

文

化
学

術

助

成

初

年
度

研
究

報

告

書

木

津

宗

詮
家

の
総

合
的

研
究
-

十
九
.
二
十
世
紀

の
茶

の
湯
世
界
ー

」
、
財
団
法
人
三
徳
庵
、

二
〇

一
一
年
。

以
下
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
本
文

中
で
初
年
度

の
報
告
書
に
依
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
と
し
、
補
注
は
省
略
す

る
こ
と
と
す

る
。

注

2

『
願
泉
寺
史
伝

木

の
津

の
遺
跡
』
願
泉
寺
、
七
頁
～
八
頁
、

一
二
頁
。
併

せ
て
、
木
津
宗
隆
宗
匠
に
も
御

教

示
を
賜

っ
た
。

注

3

松
平
家
編
輯
部
編
纂

『
松
平
不
昧
伝
』
中
、
箒
文
社
、

一
九

一
七
年
、

一
七
三
頁

注

4

『
和
歌
山
県
史
』
近
世
資
料

一
、
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、

一
九
七
七
年
、
五

一
二
頁
、
六
七
九
頁



注

5

『
近
世
人
名
録
集
成
』
第

一
巻
、
勉
誠
社
、

一
九
八

二
年
。
記
述
は
天
保
八
年

(
}
八
三
七
)

の

『
続
浪
華

郷
友
録

天
保
八
年
版
』
、
弘
化

二
年

(
一
人
四
五
)
の
『
新
撰
浪
華

名
流
記

弘
化
二
年
版
』
、
嘉
永
元
年

(
一
人
四
人
)

の

『
浪
華
当
時
人
名
録
』
に
確
認
で
き
る
。

注
6

松
本
康
隆

「
3
代
木
津
宗
詮

の
職
能
と
茶
室

の
全
体
的
把
握

の
た
め
の
基
礎
的
研
究
」

(『
日
本
建
築
学
会
計

画
系
論
文
集
』
第
六
〇
二
号
、
日
本
建
築
学
会
、

二
〇
〇
六
年
)
及
び
同

「近
代

に
お
け

る
茶
室
創
作

の
動
向

に

つ

い
て
1

三
代
木
津
宗
詮

・
小
林

=
二
・
笛
吹

嘉

一
郎

の
作
風
を
通
し

て
ー
」

(京
都

工
芸
繊
維
大
学
、
博

士
論
文
、

二
〇
〇
六
年
)

注 注 注
987

注

6
に
同
じ

川
上
邦
基

「秋
泉
御
茶
室

の
思

ひ
出
」
『
茶
道
月
報
』

『
名
人
釜
師

大
國
柏
斎
』
昭
和
十

一
年
、
四
頁

昭
和
二
十
六
年
八
月
号

魁

H

『
耕

熱

塑

購

恥

ー

踵

※
[
]冴
興
翻
墨

・拙
斎
聾
曝
π
ト
ぴ
誹
碑
蕗
麟

臨
輔一

習
圃

`

圖

颯

・

逝 ,

功
、

い
ご

嘱肝

警.
監
、

.

嚢

,

ナ諦

コ
ご
、
.・

皇
、

醤

.

」『
ヤ

・

-

.

8声

・
-

'

嚇
h

-

・

.

窪"
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ω
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営
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蕪
ヨ
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鄭
』
p。

』⊃

恥
面

鵠
田

蝋
無
酔掛

囎
謡

宙
申
苔

奔

汁
瞭ノ

瞬
申'

遅

『購

養
鄭
』
㊤

ω

口
面
一
Φ
皿

＼7

藩
団
甕
潜
蕪

『

耕
養
鄭
』
鎚

幽

N
油
N
ω

営
脚細

誹胸

粛

計

十皿

戸

汁
蕪♂

罫
母
瑚
詔

『

耕
蒸
鄭
』
Q

㎝

鱒
並

旨
呵帖
二
計
鶴
コ』

爵
戴'

加
㌍

師'

E

蘇

『

耕熱

鄭
』⇔

0

ω
面
P
ω
皿

出函
計
計

蕪-』

暑
碑
蝋

『
耕熱

獅
9

刈

仁
並
N
皿

暑
袖

浬

断
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50 3月9日 [平瀬露香] 一方蕃 由良、石崎 、上邨 、坂 野源兵ヱ 、辻 田市六 『茶 燕録』c

51 3月22目 [平瀬 露香] 一方巷 尾州 アラ井人 永井士前、汲雪、磯屋宗庸、露吟、露
堂 『茶燕 録』c

52 5月9日 青木宗鳳 露香 、上村氏 、橋本露道 、山西宗五郎、原岡介 『茶 燕録』d
53 5月15日 大沢宗二 今宮宗了旧席 露英 、露吟、夕場 、露 堂 『茶燕 録』d
54 5月15日 南都村井氏 露香、磯矢宗庸 、木村我遊 、山西宗口郎、原岡介 『茶燕 録』d

55 5月16日 [平瀬露香] 一方蕎 加州石川縣士族九里歩殿、石崎精虞、本保松二郎
殿、石田小兵衛、露吟

『茶燕 録』c

56 5月25日 磯矢宗庸 露香、南都 邨井氏、夕陽、露堂、錫や勝次郎 『茶燕 録』d

57 7月16日 [平瀬露香] 一方巷 宗二、二畳 、汲雪、宗庸、露吸 、露吟、露莚、露堂、露風、

汲清蕃、夕陽 『茶燕録 』c

58 7月20日 主磯矢宗庸 露香、露通、寄吟 、露堂 『茶燕録』d
59 8月1日 [平瀬露香] 弍方巷 石崎精庭 、宗庸、上邨氏、露吟 、露堂 『茶燕録』c
60 8月11日 [平瀬露香] 官休口 『茶燕録』c
61 8月12日 [平瀬露香] 上邨、草 間、石 田小十郎、汲雪 、露吟、露堂、夕陽 『茶燕録』c
62 8月25日 [平瀬露香] 磯矢宗庸 、加州人 綿や久平、戸田露竹 、戸 田露吟 『茶燕録』c

通番 和歴 西暦 丹 日
[亭 主'

1 ド ・ 席 ・ ～ ・・ ・戸 ・客 ㌧ ・ … 依拠した茶会麟

63 9月16日 [平瀬露香]
草 間平二郎、石精慮 、不参 上邨有邨、夕陽子、跡 よ

り 岡介 慶寒、湖流
『茶燕 録』c

64 9月18日 [平瀬 露香] 慢翁翼茶
木 田几堂、橋本 露莚 、山口柏宇、井上翁兄、跡 より

富子、露堂、露風 、柏寿
『茶燕 録』c

65 10月26日 [平瀬露香] 一方巷 殊々斎、一指斎、由良七兵衛、跡 湖 流、露堂、汲清 『茶燕録 』c
66 11月11日 一指斎 此奥庵 露香、宗詮 、露通、露吟、露堂 『茶燕録』d

67 明治6年 1873 4月23目 [平瀬露香] 一方巷 加州大聖寺や、副 田又六、同国枝 、山寄九左衛 門、吉

谷や信 太郎 、露吟 『茶燕録』c

68 1月6目 [平瀬露香] 一方蕎
『茶燕録』c

69 6月21日 [平瀬露香] 古筆了仲、同内室、夕帰 『茶燕録』c
70 11月9日 [平瀬露香] 弍方巷 砥々斎、内本積有、湖流 『茶 燕録』c
71 明治7年 1874 1月6日 [平瀬露香] 『茶 燕録』c

72 5月10目 [平瀬露香]
尾州十一 ヤ 、小 出外遊、川勝太 兵衛、露吟 、跡より岡

介、小半七郎 、戸 田口清介 『茶 燕録』c

73 6月9日 [平瀬露香] 一方庵 玄々斎 、嶋 田与三右衛門、綿津宗味、国松栄吉、露吟
『茶 燕録』c

74 9月25日 [平瀬露香] 一方篭 砥 々斎、岱師湖流、長 田宗 口 『茶 燕録』c
75 29日 「平瀬 露香] 甲谷露吸、儀八、嘉三郎、孫介 『茶燕 録』c

76 明治8年 1875 1月6日 [平瀬露香] 一方蕎
汲 室 、 富 子 、 ト深 、 此奥 、 二 奥 、 渡部 、岡 本 、 行 松 、

平 池 、 黒 崎 、 田村 、佐 介 、 岡 介 、湖 流 、為 蔵 、 山 西 、

橋 本

『茶燕 録』c

77 4月27日 [平瀬露香] 一方蕎 古筆了仲、奥宗彦、長 田即三、佐 々木春慶、夕陽子 『茶燕録 』c
78 5月24目 [平瀬露香] 一方蕎 谷邨伊右衛門、草間、金井、汲雪 、此奥 『茶燕録』c

79 明治9年 1876 1月17日 [平瀬露香]

ト深 、 此奥 、二 奥 、 赤 松 、 甲谷 、富 子 、 小 、 赤松 、渡

部 、 橋 本 、 岡本 、 辻 田、 口」西 、原 、湖 流 、 為蔵 、春

海 、 水松 、平 池 、 黒 崎 、梅 原 、 高 石 、 北 川 、 大原
『茶 燕録』c

80 卯冬 10月2日 木津宗詮 甲谷、九十郎、長左衛門、半五郎、京新 『茶 燕録』x
81 卯冬 10月3日 三番萬斎 山下、亀之祐、直三郎 『茶 燕録』x
82 卯冬 10月7日 加々屋記兵衛 宗十郎、亀之介、仁左衛門 『茶 燕録』x
83 卯冬 10月9日 扇屋林治兵衛 舳町 『茶 燕録』x
84 卯冬 10月16日 三浦市右衛=門 都 平、早川、九十郎 『茶燕 録』x
85 卯冬 10月20日 平井治郎右衛門 『茶燕 録』x
86 卯冬 11月8日 井上権兵衛 『茶燕 録』x
87 1月29日 伊藤勘左衛門 『茶燕録 』x
88 2月6日 八木忠兵衛 『茶燕録 』x
89 2月 梅田氏 『茶燕録』x
90 3月28日 荒堀源之助 『茶燕録 』x
9! 6月6日 山形新右衛門 『茶燕録』x
92 3月19日 布屋平兵衛 『茶燕録』x
93 4月3日 木津宗詮 『茶燕録』x
94 10月3日 早川 『茶燕録ム
95 10月8日 木津宗詮 『茶燕録』x
96 10月23日 杉岡宗得 『茶燕録』x
97 10月18日 木村平兵衛 『茶燕録』x
98 10月24日 飯塚永大夫 『茶 燕録』x
99 11月8日 井上清三郎 『茶 燕録』x
100 11月16日 木村平兵衛順 『茶 燕録』x
101 11月25日 三浦市右衛門 『茶 燕録』x
102 11月26日 三枝口兵衛 『茶 燕録』x
103 11月27日 長谷川孫兵衛 『茶 燕録』x
104 12月16日 此方順会 『茶 燕録』x
105 12.月17日 此方順会 『茶燕 録』x
106 3月7日 長谷川新右衛門 『茶燕 録』x

二

23年度調査物件
表2平 成23年 度建築調査物件

木津宗詮物件
調 査 日時 へ ∴ 、,・

"L甑 物 件名勅 '∵ ・;建設 ・築 造年 」・設計者 臥 碍5所在地灘 ・茶室の形式一 1一 茶室の特徴F

2010/8/23 少林寺「三猿堂ゴ エ935(昭 和10)以 後 章斎 岡山県岡山市 二畳台目向切 床脇に像を納める、単純構造、瓦の充実
2011/5/23 旧柳生藩家老屋敷 1841(天 保12) 松斎 奈良県奈良市 一 一

2011/5/24 泰勝寺「閑雲軒」 1922(大 正11) 皐斎 京都府八1幡市 四畳台目 復興茶室、建ちが高い
2011/6/7 吉年邸「蒼　」 不明 章斎 大阪府河内長野市 二畳台 目向板向切 浅い板床、外部空聞との接続、単純梅造
2011/6/7 吉年邸「染雲」 不明 皐斎 大阪府河内長野市 四畳半、下座床 斜め接続、軒下空間の充実
2011/8/工1 大眉邸「青濤亭」 不明 率斎 香川県大川郡 三畳向板向切 凝った床而、軒下空闇の充実
2011/8/11 大眉邸「豊泉亭」 不明 準斎 香川県大川郡 八畳 特徹的な書院欄間
2011/8/ユ1 高木邸「即休庵」 191!(明 治44)頃 皐斎 香川県高松市 二畳台目向板向切 一間床、軒下空間の充実、単純構造
2011/8/n 東光寺「松月庵」 ユ917(大 正6)頃 章斎 香川県三豊郡 四畳半 特徴的な塗り回しの床、大工の遊び
201//8/12 片山邸「豊泉亭」 1910年 代(大 正 初年) 皐斎 香川県小豆郡 四畳半 浅く凝った床面、単純構造
20ユ1/8/12 鳥飼邸「独楽亭」 1926(昭 和元)頃 章斎 香川県高松市 四畳半 建築を通り抜けるアプローチ、床と馴口が並ぶ
2012/2/12 四天王寺「払塵亭」 1933(昭 和8):改 修 単斎 大阪府大阪市 二畳台目 既存建物の活かし方、単純構造、軒下空間の充実
20L2/2/12 四天王寺「払塵亭」 1933(昭 和8):改 修 章斎 大阪府大阪市 四畳半 壁床の充実(図面)
2012/2/12 願泉寺庭園 昭和初期か:改修 章斎 大阪府大阪市 一 一

2012/2/13 田尻歴史館「芳庵」 大正期 率斎 大阪府泉南郡 七畳 付庇が少ない、軒下空間の充実
2012/2/13 田尻歴史館「芳庵」 大正期 車斎 大阪府泉南郡 六畳 外部空間との接続
2012/2/13 五風荘「利庵」八窓席 1939(昭 和14) 幸斎 大阪府岸和田市 三畳中板 引込戸用壁、閉鎖的
2012/2/13 五風荘「利庵」残月席 1939(昭 和14) 章斎 大阪府岸和田市 七畳 本歌との違いが大きい




